
水
・
配
水
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
通
じ
て
水

環
境
の
改
善
を
目
指
し
て
い
る
他
、
セ
ル

ビ
ア
で
は
大
気
汚
染
の
改
善
に
向
け
、
火

力
発
電
所
に
排
煙
脱
硫
装
置
を
設
置
す
る

事
業
を
始
め
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
会
議
に
出
席

し
た
岸
田
文
雄
外
務
大
臣
は
、
途
上
国
の

大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
へ
の
対
策
、
廃
棄

物
処
理
の
た
め
、
今
後
３
年
間
で
総
額
20

億
ド
ル
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
表
明
。
さ

ら
に
、
途
上
国
で
の
水
銀
条
約
の
締
結
を

推
進
す
べ
く
、
水
銀
汚
染
防
止
の
知
識
や

技
術
を
持
つ
人
材
育
成
支
援
も
新
た
に
実

施
す
る
と
し
た
。

　
こ
の
条
約
の
採
択
を
き
っ
か
け
に
、
日

本
が
培
っ
て
き
た
環
境
技
術
を
さ
ら
に
生

か
し
、
国
際
社
会
と
共
に
水
銀
被
害
の
な

い
世
界
を
目
指
し
て
い
く
。

０
１
３
年
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
は
、

外
交
関
係
が
樹
立
さ
れ
て
か
ら

40
年
を
迎
え
ま
し
た
。こ
の
記
念
す
べ
き

年
の
初
め
に
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣

は
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
。こ
れ
を
皮
切
り

に
、
多
く
の
記
念
行
事
が
両
国
で
開
催
さ

れ
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
が
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
本
格
的

な
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
再
開
し

て
か
ら
20
年
が
た
ち
ま
す
。ベ
ト
ナ
ム
に

対
す
る
ト
ッ
プ
ド
ナ
ー
と
し
て
総
額
２

兆
円
を
超
え
る
支
援
を
行
っ
て
き
た
日

本
。道
路
、橋
、空
港
な
ど
の
整
備
に
日
本

の
高
い
技
術
が
貢
献
し
、
そ
の
質
の
高
さ

は
ベ
ト
ナ
ム
国
民
に
広
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。地
方
で
は
ま
だ
貧
し
い
地
域
も
多

く
、学
校
、医
療
施
設
、か
ん
が
い
設
備
の

建
設
な
ど
の
協
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
ベ
ト
ナ
ム
で
活
躍
し
て
い
る
日

本
企
業
か
ら
、
日
本
の
協
力
で
建
設
さ
れ

た
学
校
で
学
ぶ
生
徒
た
ち
に
ノ
ー
ト
な

ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。「
校
舎
が
き
れ
い

に
な
っ
て
、
毎
日
一
生
懸
命
勉
強
し
て
い

ま
す
」
と
4
年
生
の
フ
オ
ン
さ
ん
は
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
す
ま
す
関
係
が
深
ま
る
日
本
と
ベ

ト
ナ
ム
。こ
れ
か
ら
も
大
切
な
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
、
共
に
発
展
し
て
い
け
る
よ

う
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

2

「ここが知りたい」。国際協力に関係する
いろんなトピックを分かりやすく解説します！

月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
、
熊
本
市

と
水
俣
市
で
「
水
銀
に
関
す
る
水

俣
条
約
」
外
交
会
議
が
開
催
さ
れ
、
約
１

４
０
カ
国
か
ら
１
０
０
０
人
以
上
が
出
席
。

92
カ
国
が
同
条
約
に
署
名
し
た
。

　
高
度
経
済
成
長
期
の
日
本
で
、
水
俣
病

の
原
因
と
な
っ
た
水
銀
。
深
刻
な
被
害
を

経
験
し
た
日
本
の
責
務
と
し
て
、
そ
こ
で

得
た
教
訓
を
世
界
各
国
と
共
有
す
る
た
め

の
努
力
を
続
け
て
き
た
。

　
21
世
紀
に
入
り
国
際
社
会
も
国
連
環
境

計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
を
中
心
に
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
こ
と
で
水
銀
の
毒
性
と
リ

ス
ク
に
関
す
る
認
識
が
高
ま
り
、
今
回
の

条
約
採
択
に
至
っ
た
。
水
銀
が
人
の
健
康

や
環
境
に
与
え
る
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
た

め
、
一
次
採
掘
の
禁
止
、
貿
易
、
水
銀
添

加
製
品
や
製
造
工
程
、
大
気
へ
の
排
出
、

水
銀
廃
棄
物
な
ど
に
対
す
る
包
括
的
な
規

制
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
化
学
物
質
に
関
す

る
条
約
の
中
で
も
、
１
つ
の
物
質
の
み
を

取
り
あ
げ
、
そ
の
採
掘
か
ら
廃
棄
ま
で
を

規
制
す
る
も
の
は
水
銀
条
約
が
初
め
て
。

50
カ
国
・
地
域
が
締
結
し
た
90
日
後
に
発

効
す
る
。

　
著
し
い
経
済
成
長
を
遂
げ
る
開
発
途
上

国
に
と
っ
て
、
公
害
は
他
人
事
で
は
な
い
。

す
で
に
日
本
は
工
業
化
の
推
進
と
並
行
し

て
環
境
分
野
で
の
協
力
を
強
化
し
て
お

り
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
は
下

10

経験を共有し
水銀被害のない世界へ

国際会議
「水銀条約外交会議」

高度経済成長期に日本の多くの都市が直面
した公害。その一つ、水俣病を引き起こした
水銀汚染を防止する条約の制定に向けて、
10月に外交会議が開かれた。

開通式のテープカットに参加する安倍総理（右から3人目）

ODA政策

ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
を
挟
ん
で
、
ア
ジ

ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
つ
な
ぐ
ト
ル

コ
最
大
の
商
業
都
市
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
。

10
月
29
日
、
ト
ル
コ
建
国
90
周
年
の
記
念

日
に
合
わ
せ
て
、
海
峡
下
の
海
底
ト
ン
ネ

ル
を
通
る
地
下
鉄
の
開
通
式
が
行
わ
れ
た
。

　
日
本
は
こ
れ
ま
で
合
計
１
５
３
２
億
７

４
０
０
万
円
の
円
借
款
と
技
術
の
提
供
を

通
じ
て
、
こ
の
地
下
鉄
の
整
備
を
支
援
し

て
き
た
。
式
典
に
は
、
ト
ル
コ
側
か
ら
ア

ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・
ギ
ュ
ル
大
統
領
や
レ
ジ

ェ
ッ
プ
・
タ
イ
イ
ッ
プ
・
エ
ル
ド
ア
ン
首

相
、
日
本
側
か
ら
は
安
倍
晋
三
内
閣
総
理

大
臣
や
加
藤
勝
信
内
閣
官
房
副
長
官
ら
が

出
席
。
安
倍
総
理
は
「
両
国
に
は
長
年
の

強
い
絆
が
あ
り
、
こ
の
歴
史
的
な
事
業
に

「安倍総理のトルコ訪問」

日本の支援で
海峡横断地下鉄が開通

日
本
が
協
力
で
き
る
こ
と
は
大
き
な
喜

び
」
と
表
明
し
た
。
式
典
後
に
は
一
番
列

車
の
先
頭
車
両
に
乗
り
込
み
、
海
峡
の
ア

ジ
ア
側
に
あ
る
ウ
ス
ク
ダ
ル
駅
か
ら
欧
州

側
の
イ
ェ
ニ
カ
プ
駅
ま
で
走
行
し
た
。

　
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
は
潮
流
が
速
く
、
海

上
交
通
も
活
発
。
そ
ん
な
条
件
の
下
、
世

界
最
深
と
な
る
約
60
メ
ー
ト
ル
の
海
底
に

沈
埋
ト
ン
ネ
ル
を
建
設
で
き
た
の
は
、
日

本
の
高
い
技
術
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。

地
下
鉄
の
開
通
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
フ
ェ

リ
ー
で
約
30
分
か
か
っ
て
い
た
海
峡
間
の

移
動
時
間
が
4
分
へ
と
大
き
く
短
縮
す

る
。
海
峡
に
架
か
る
橋
の
慢
性
的
な
交
通

渋
滞
で
深
刻
化
し
て
い
た
大
気
汚
染
の
改

善
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

水銀条約の署名式に臨む岸田外務大臣

水俣市内で献花式に参列した外交団（環境省提供）

途上国の環境問題対策

今後 3 年間で総額 20 億ドルの ODA を実施

大気汚染対策　

高効率の石炭火力発電所の建設、排煙脱硫装置
を備えた火力発電設備の設置など

水質汚濁対策　

下水道施設の整備・改築、地方自治体の汚水管
理計画の策定支援など

廃棄物処理　

廃棄物焼却施設の建設、廃棄物による発電・リ
サイクル事業の推進、地方自治体の廃棄物管理
計画の策定支援など

イスタンブール

ボスポラス海峡

Me�age from  Viet Nam
「日本とベトナム、友好の年」

日本企業から贈られたノ
ートを手にする子どもたち

日本の協力により建設
されたバクザン省ダンタ
ン村小学校の新校舎

グエン・タン・ズン首相と
会談する安倍総理（内閣
広報室提供）

在
ベ
ト
ナ
ム
日
本
国
大
使
館
　
　
　 
木
田 
泰
光 

二
等
書
記
官

現地からのメッセージは、ODAメールマガジン（www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/mail/）でご覧いただけます。
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